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府立伯太高等学校
校長　大崎　弘司

平成31年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	「次代の地域社会における良識ある担い手」を育成するため、生徒一人ひとりに次の４つの力を育み、生徒の自己実現を支援する総合学科高校をめざす。
１　自らが学び、考え、表現し、主体的に行動できる力
２　将来の目標を具体的に設定し、それに向かって努力する力
３　人や地域とのつながりを大切にし、地域社会の発展に貢献できる力
４　豊かな人権感覚を身に付け、より良い人間関係を築くことのできる力



２　中期的目標
	１　「確かな学力」の育成
（１）生徒が授業内容に興味・関心を持ち、「わかる」授業づくりを進めるとともに､基礎学力を定着させ、自ら学習する態度を身に付けさせる。
ア　教科指導委員会を核に、公開授業、研究授業及び授業アンケート等を活用した授業改善に組織的に取り組む。
※　学校教育自己診断（生徒）の「授業はわかりやすい」の肯定率を2021年度で75％以上。（平成30年度67.5％）
イ　基礎的・基本的な知識・技能の定着をめざし授業の工夫・改善を図り、朝学習や「産業社会と人間」「総合的な探求の時間（GS）」の取組み等を活用し、自ら学習する態度を育む。
※　普通科総合選択制アンケートの内容をベースに本校独自のアンケートを実施。「知識や理解力が身についた」等の肯定率を2021年度で80％以上。
（２）「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざし、自分で調べ、考え、表現・発表する力を育てる授業を行う。
　　ア　授業計画を見直し、グループワーク等の協同学習を活用することにより、生徒の学習活動を充実させる。
※　学校教育自己診断（生徒）の「授業では、自分の考えをまとめたり、発表する機会がある」の肯定率が2021年度で75％以上。（平成30年度54.0％）
　　　　※　普通科総合選択制アンケートの内容をベースに本校独自のアンケートを実施。「考える力や表現する力が身についた」の肯定率を2021年度で75％以上。
イ　学習した内容を発表する機会を計画的に設け、生徒のプレゼンテーション能力を段階的に高める。
※　普通科総合選択制アンケートの内容をベースに本校独自のアンケートを実施。「プレゼンテーション能力が身についた」の肯定率を2021年度で75％以上。
２　将来の目標に向かって努力する生徒の育成
（１）理解・納得に基づく生活習慣の形成及び規範意識の醸成とともに、高校生として望ましい態度とマナーを育成する。
ア　遅刻等の状況を改善するとともに、授業規律を確立させる。
　※　遅刻件数を2021年度には4,000回以下とし、それ以降も毎年減少させる。（平成30年度 4,806回）
　※　学校教育自己診断（生徒）の「授業では騒いだり私語したりする生徒はほとんどいない」の肯定率が2021年度で60％以上。（平成30年度27.4％）
イ　「ダメなものはダメ」の指導方針を教職員全体で共有しつつ、画一的に罰則を与える指導ではなく、個々の生徒の課題を踏まえ、生徒や保護者の思いをくみ取る生徒指導を行う。
　※　学校教育自己診断（生徒）の「悩みや相談に親身になって応じてくれる先生が多い」の肯定率が2021年度で75％以上（平成30年度63.5％）、「生活規律や学習規律などの基本的生活習慣の確立に力を入れている」の肯定率が2021年度で75％以上。（平成30年度61.0％）
※　学校教育自己診断（生徒）「学校生活についての先生の指導は納得できる」の肯定率が2021年度で75％以上（平成30年度46.6％）
　（２）策定した３年間を見通した計画に基づき、１年次からのキャリア教育の充実を図るとともに、進路意識を高めること等を通して自己実現を支援する。
ア　「産業社会と人間」「総合的な探求の時間（GS）」の取組み等を通して、進路目標を具体的にもたせるとともに、自己の努力目標を明確にさせる。
· 学校教育自己診断（生徒）の「将来の進路や生き方について考える機会がある」の肯定率が2021年度で85％以上。（平成30年度77.7％）
　　　　※　本校独自で実施する進路実績満足度及び進路決定率（３月末）とも毎年90％以上。（平成30年度「満足度」93.0％、「12月末現在決定率」82.0％）
　　　イ　資格取得の支援やインターンシップの内容充実に努めるとともに、進学希望生徒の増加を踏まえ、計画的講習など適切な学習機会の提供を行う。
　　　　※　「漢検」等の資格取得者：毎年350名程度を維持（平成30年度 252名）、インターンシップ単位認定者：毎年30名程度を維持。（平成30年度27名）
３　安全安心で魅力ある学校づくり
（１）生徒一人ひとりが自らの課題に向き合い課題を解決しようとする意欲を育み、他者を大事にして生徒同士がつながる取組みを推進する。
ア　生徒の学校生活満足度を高め、自分自身も他者も大事にしていく意識を育む集団づくりの取組みを推進する。
　※　学校教育自己診断(生徒)の「伯太高校に行くのが楽しい」の肯定率が2021年度で70％以上、「自分の学級は楽しい」が80％以上。（平成30年度「高校に行くのが楽しい」57.0％、「学級は楽しい」67.0％）
イ　校内の環境及び施設設備を充実させ、部活動を活性化させる。
　※　部活動の加入率を2021年度で45％以上。（平成30年度38.2％）
　（２）あらゆる教育活動を通じて、人権教育を計画的・総合的に推進する。
ア　策定した３年間を見通した計画に基づき、人権及び人権問題に関する正しい理解を深め、様々な人権問題（子ども、同和問題、男女平等、障がい等）の解決をめざした教育活動を推進する。
※　学校教育自己診断(生徒)の「伯太高校の人権教育は、あなたが学びたいことに応えている」の肯定率が2021年度で70％以上。（平成30年度58.7％）
※　学校教育自己診断(生徒)の「さまざまな立場の人や自分たちの人権について学ぶ機会がある」の肯定率が2021年度で85％以上。（平成30年度71.9％
イ　生徒の個別の状況を把握、共有し、個に応じた適切な指導を、組織的にカウンセリングマインドをもって行い、ＳＣやＳＳＷの活用及び外部連携を図り、生徒の状況の改善に努める。
（３）地域等とつながる取組みを進め、さらに、保育所介護施設等との連携を深め、地域社会に貢献する意識を醸成する。
ア　地元和泉市や近隣の学校園等と連携する取組みだけでなく、生徒が地域の保育所や介護施設で行う取組みを授業に活用する。
※　地域のあいさつ運動・清掃活動、支援学校・保育所交流等を継続するとともに、保育所や介護施設等との連携を深め、学習活動の充実を図る。
４　教職員の組織的・継続的な人材育成等
（１）教職員の組織的・継続的な育成を行う。
ア　教職経験年数の少ない教職員を研究授業及び校内研修の機会や分掌業務等のＯＪＴを通して、学校全体で育成する。
　※　学校教育自己診断(教職員)の「初任者等、経験の少ない教職員を学校全体で育成する体制がとれている」の肯定率が2021年度で80％以上。（平成30年度53.3％）
イ　概ね10年までの教職経験年数の教職員を学校組織の中核として配置し、課題解決を意識した業務遂行等を通して、ミドルリーダーを育成する。
（２）教職員の働き方を改革する。
　　　ア　教職員の長時間労働を改善するため、業務全般を見直すとともに、教職員に業務の工夫・改善を促す。
　　　イ　大阪府部活動の在り方に関する方針に基づき、適切な部活動の実施を徹底し、部活動による長時間勤務の縮減を図る。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和元年12月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	○学習指導に関して
　　授業はわかりやすい、楽しい、体験を通して学ぶ機会や発表機会があるなど授業に関する設問の肯定率がかなりあがってきている。しかし、授業中の私語などについては生徒の否定的評価が依然として70％近くなっており、授業の方法や授業内容の改善が必要である。
○生徒指導等に関して
　　生活規律や学習規律などの基本的習慣の確立については、肯定率が63％を超えたが、指導に納得できるという肯定率が0.8ポイント減と46％台で低迷。学校・学級が楽しいと答える生徒は前年度より６ポイント増加はしたが、進めている個に応じた生徒対応の徹底が重要である。
○人権教育に関して
　　「人権について学ぶ機会がある」がさらに4.9ポイントアップ、「学びたいことに答えている」もさらに6.2ポイントアップ。人権教育の３年計画を作成し、実施していることが奏功している。今後も継続的に実施していくことが重要である。
	第１回（令和元年６月15日）
○進路指導について
　・就職希望者が減り、進学希望がかなり増えているとのことであるが、経済的な部分について、情報提供や指導を充実させていくべきである。
○授業規律等、遅刻数について
　・授業見学の様子では、頭髪や服装もきちんとして落ち着いている、授業も静かで、昨年同様落ち着きが見られた。現１年生は中学時代から遅刻が多い学年であった。
第２回（令和元年11月９日）
○転退学について
　・１年生に現時点まで、転退学者がいないのは良いことだと思う。先生方のかかわり方が変わった成果ではないか。
○オープンスクールについて
　・見学して、多くの中学生が参加し、意識も高く感じられた。在校生も手伝っているが、もっと前面に出してもよいのではないか。
[bookmark: _GoBack]第３回（令和２年２月29日）
○「学校が楽しい」、「学級が楽しい」という設問の生徒肯定率が上昇しているのはよいことである。
○専門学校等への進学がかなり増えているが、その後の追跡を行うべきである。また、進学希望の生徒の中の未定者については、経済状況の変化も要因であるが、その後のケアも重要ではないか。




３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１　「確かな学力」の育成
	（１）「わかる」授業づくりと基礎学力の育成
ア　組織的な授業改善
イ　基礎学力の定着と学習意欲の向上
（２）「主体的・対話的で深い学び」の推進
ア　協同学習の効果的活用と充実
イ　発表機会の充実、スキルの向上
	（１）
ア・研究授業・公開授業の積極的に推進し、教員研修・協議と連動させ、確実な授業改善を図る。
・「産業社会と人間」「総合的な探求の時間」（ＧＳ）の取組みの改善をベースに、授業計画、授業方法の改善を図る研修を実施し、「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざした授業を推進する。
イ・朝学習とＧＳの連動により、学習意欲の向上と、基礎学力の定着をめざす。
（２）
ア・ＧＳと連動させ、グループワーク等の協同学習の効果的活用と充実を図る。
イ・ＧＳと連動させ、生徒のプレゼンテーション能力の育成を段階的、計画的に実施する。
	（１）
ア・研究授業等10回以上（平成30年度13回）
・学校教育自己診断(生徒)「授業はわかりやすい」の肯定率70％以上（平成30年度67.5％）
・授業力向上、授業改善のための研修等３回（平成30年度４回）
イ・独自アンケート「知識・技能が身についた」の肯定率75％以上（平成30年度３年生68.2％）
（２）
ア・学校教育自己診断（生徒）「自分の考えをまとめたり、発表する機会がある」の肯定率65％以上（平成30年度54.0％）
・独自アンケート「考える力や表現する力が身についた」の肯定率65％以上（平成30年度３年生60.8％)
イ・独自アンケート「プレゼンテーション能力が身についた」の肯定率60％以上（平成30年度３年生50.0％)
	（１）
ア．研究授業は15回実施、研修も４回実施した。肯定率は74.6％と改善。次年度さらなる改善に取り組む。（○）
イ．肯定率は73％。学力向上のため、国数英を中心に講習を含めた指導方法を改善する。（△）
（２）
ア．「機会がある」の肯定率は64.7％、｢身についた｣の肯定率は73％と改善。さらに授業改善に努める。（○）
イ．肯定率は64％と改善。ＧＳを効果的に活用し、各教科の授業と連動させて、さらなる率の向上を図る。（○）

	２　将来の目標に向かって努力する生徒の育成
	（１）理解納得に基づく生活習慣の形成、規範意識の醸成に係る取組みの推進
ア　遅刻指導の工夫と授業規律の確立
イ　生徒理解にたった個に応じた生徒指導の充実
（２）１年生からのキャリア教育の充実
ア　進路目標の早期設定の取組み
イ　資格取得支援とインターンシップ充実と進学向け学習機会の提供
	（１）
ア・ＧＳ等の取組みと連動し、基本的な生活習慣について生徒の認識を高め、遅刻件数の減少や規範意識の醸成をめざす。
・授業の大切さやともに学ぶ意識を醸成することで、授業中の私語等を減らし、授業規律を確立させる。
イ・画一的罰則による生徒指導に頼らない、生徒の状況把握、理解、共有により、生徒や保護者の思いをくみ取る生徒指導を行う。
（２）
ア・今年度策定した３年間の進路指導計画に基づき、ガイダンス機能を充実させ、具体的な進路目標をもたせ、継続して努力する力を育てる。
イ・資格取得のための取組みを充実させる。
・インターンシップの内容を充実させる。
・進学のための指導・取組みについて、組織的、継続的に実施する。
・勉強合宿等の内容をより充実させ、参加者の増をめざす。
	（１）
ア・遅刻件数4,600回以下（平成30年度4,806回）
・学校教育自己診断（生徒）「騒ぐ・私語する生徒なし」の肯定率40％以上（平成30年度27.4％)
・学校教育自己診断（生徒）「生活規律や学習規律などの基本的生活習慣の確立に力を入れている」の肯定率70％以上（平成30年度61.0％）
イ・学校教育自己診断（生徒）「悩みや相談に親身になって応じてくれる先生が多い」の肯定率70％以上（平成30年度63.5％）
　・学校教育自己診断（生徒）「学校生活についての先生の指導は納得できる」の肯定率55％以上（平成30年度46.6％）
（２）
ア・学校教育自己診断（生徒）「将来の進路や生き方を考える機会がある」の肯定率80％以上（平成30年度77.7％)
・進路実績満足度90％以上（平成30年度93.0％）
・進路決定率90％以上（平成30年度12月末82.0％）
イ・「漢検」等の資格取得者350名程度を維持（平成30年度252名）
・インターンシップ認定者30名程度を維持（平成30年度27名）
・勉強合宿の生徒満足度95％以上（平成30年度100％）、参加者20名以上（平成30年度13名）
	（１）
ア．遅刻件数は5,985回と増加。肯定率は｢私語なし｣が30.6％、｢習慣の確立｣が63.2％数値は向上したが目標にはとどかなかった。授業方法や内容を改善し、徹底を図る。（△）
イ．肯定率は｢相談に｣が70％と向上。｢納得できる｣が46.5％と目標にはとどかなかった。生徒へのかかわり方について、さらなる改善、定着を図る。（△）
（２）
ア．肯定率は81.1％、満足度91.8％、決定率85.8％。進学希望としながら行動を起こさない生徒が目立ち、面談等を実施。策定した進路指導の３年計画に基づき、将来を見据えて考えさせる指導の充実を図る。（○）
イ．資格取得は165名、インターンシップは15名、勉強合宿は20名、満足度は100％。進学講習と勉強合宿の連動により、生徒の意識を向上させる。（△）

	３　安全安心で魅力ある学校づくり
	（１）生徒が他者を大事にして生徒同士がつながる取組み
ア　ＨＲ活動及び学校行事の充実
イ　部活動の活性化
（２）人権教育の推進
ア　様々な人権課題の解決を推進
イ　個別の支援が必要な生徒への対応
（３）地域等とつながる取組み
ア　地域等との連携及び授業への活用
	（１）
ア・学年や学級を基本に他者を大事にして、生徒たちがつながることを意識した活動を工夫し充実させる。
・学校行事において、生徒が企画し運営するなど、生徒のリーダーシップを育成できるよう、内容や実施方法を工夫し充実させる。
イ・校内環境や施設を整備し、部活動の活動や発表の場を充実させる。
（２）
ア・策定した３年間の人権教育計画をベースに様々な人権問題（子ども、同和問題、男女平等、障がい等）の解決をめざした教育活動を推進する。
イ・人権上配慮の必要な生徒等について、週１回の会議の活用及び対応検討会議（新設）を活用し、ＳＣやＳＳＷ、外部との連携を組織的に行い、個別の支援を適切に行う。
（３）
ア・現行の取組みを継続し、特に中学校との連携を充実させるとともに、保育所や介護施設等や大学・専門学校等の連携により授業の充実を図る。
	（１）
ア・学校教育自己診断（生徒）「高校が楽しい」の肯定率65％以上（平成30年度57.0％）、「学級は楽しい」の肯定率75％以上（平成30年度67.0％）
・学校教育自己診断(生徒)「文化祭は楽しい」の肯定率80％以上（平成30年年度73.9％）、「体育祭は楽しい」の肯定率80％以上（平成30年年度71.5％）
イ・部活動加入率42％以上（平成30年度38.2％）
（２）
ア・学校教育自己診断（生徒）「伯太高校の人権教育は、あなたが学びたいことに応えている」の肯定率65％以上（平成30年度58.7％）
・学校教育自己診断(生徒)「さまざまな立場の人や自分たちの人権について学ぶ機会がある」の肯定率80％以上（平成30年年度71.9％）
イ・生徒情報の把握、共有及び個別の支援計画等の検討を組織的に行い、ＳＣやＳＳＳＷの活用等を通して状況を改善する。また、いくつかのケースについて研修を実施する。
（３）
ア・地域、中学校等との連携行事への継続参加、学校独自の地域清掃活動等の実施。（平成30年度26回）
・地域、保育所、介護施設、専門学校や大学と連携した取組みの授業への活用60回以上。（平成30年度50回）
	（１）
ア．「高校が楽しい」は63.1％、「学級は楽しい」が72.2％と回復。ここ５年では最高値」であり、目標にはやや足りないが、現在進めている個に応じた生徒対応の充実を徹底できている。
行事肯定率は文化祭84.3％、体育祭76.2％と向上。さらなる充実を図る。（○）
イ．部活動加入率は33.4％。体験入部など働きかけを強めているが、経済的な理由もあり、伸び悩んでいる。（△）
（２）
ア．人権の肯定率は｢学びたいこと｣が65.1％、｢機会がある｣が76.8％と上昇しており、策定した人権の３年間の計画が奏功している。継続して取り組んでいく。（○）
イ．ＳＣ、ＳＳＷについては計画的、継続的に活用できている。研修の場でも活用できた。今後とも継続していく。（○）
（３）
ア．連携行事等は前年度同様26回、授業での活用は１月途中で70回、次年度は授業での活用の定着を図る。（○）

	４　教職員の育成等
	（１）組織的・継続的な育成
ア　教職経験の少ない教職員の育成
イ　ミドルリーダーの育成
（２）働き方の改革
ア　業務の工夫・改善
イ　部活動の適正な実施の徹底
	（１）
ア・月に１回の教員研修を実施し、研修内容に合わせた授業研究や分掌業務のＯＪＴを全体で進め、特に経験の少ない教員については、振り返りを徹底し、教師力を総合的に高める。
イ・教職経験年数が10年までの教員を学校組織の中核として配置し、振り返りや協議の場を設定する。
（２）
ア・会議の整理、分掌業務のスリム化と効率的な引継ぎの活用等、工夫・改善を促す。
イ・部活動の活動計画の徹底を図る。
	（１）
ア・年12回の教員研修の実施
・学校教育自己診断(教職員)「経験少ない教職員を育成」の肯定率75％以上（平成30年度53.3％）
イ・首席、分掌長や学年主任及びその候補を継続的に育成
（２）
ア・委員会等の見直し、職員会議等の会議の回数減
・分掌業務の引継ぎの効率化、教材等の共有化、
・時間外在校時間が長い教職員への指導
イ・部活動の活動計画の遵守・徹底
・活動報告書に基づく指導　
	（１）
ア．研修は10回実施、肯定率は52.9％、取組みはかなり計画的に増やして行ったが、数値は下降。教員全体がかかわる形に修正を図る。（△）
イ．勉強会や個別面談など育成を図っている。（○）
（２）
ア．委員会、職員会議など会議数の減を実施、部活動など時間外については声かけを行い、80時間越えは減少している。（○）



